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(1) チームは、正しい患者の正しい部位に手術を行う。 
(2) チームは、患者の疼痛を軽減し、麻酔薬の投与による有
害事象を防ぐ方法を使用する。  
(3) チームは、命に関わる確保困難または呼吸機能喪失を認
識し、適切に準備する。  
(4) チームは、大量出血のリスクを認識し、適切に準備する。  
(5) チームは、患者が重大なリスクを有するアレルギーまた
は副作用を誘発しないようにする。  
(6) チームは、手術部位感染のリスクを最小にする方法を 常
に使用する。  
(7) チームは、手術創内に器具やガーゼ(スポンジ)を不注意に
遺残しないようにする。  
(8) チームは、全ての手術標本を入手し、正しく識別する。 
(9) チームは、効果的にコミュニケーションを行い、手術の
安全な実施のために必要な情報交換を行う。 
(10) 病院と公衆衛生システムは、手術許容量、手術件数と転
帰の日常的サーベイランスを確立する。  

WHO 安全な手術のためのガイドライン 
2009  

WHO：World Health Organization 

出血リスクのある薬剤の把握、手術前後に使用する抗生物質
の選択を薬の専門家の目線からアプローチする！！ 



安全な手術を行うために薬剤師が 
必ずおくすり確認を行っています！！ 
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これらの情報を外来受診前に外科医師へ情報提供しています。 

定期内服薬 
（特に抗凝固薬・抗血小板薬の確認） 

市販薬・健康食品の使用状況 

アレルギー歴の有無 

①はじめての外来受診時には薬剤師がお薬
確認をしています。 



医師や看護師、栄養士など他職種と連携をとり持参された
おくすりの他に新しく処方されたお薬の量や飲み合わせ、
副作用の有無について細かくチェックを行っております。 

定期内服薬 
（特に抗凝固薬・抗血小板薬の確認） 

市販薬・健康食品の使用状況 

アレルギー歴の有無 

②当院では 
すべての病棟に薬剤師が常駐しています。 



特に抗凝固薬、抗血小板薬の確認には力を
入れています。 

ラロキシフェン 
休薬期間：3日 

クロピドグレル塩酸塩 
休薬期間：14日 

リマプロストアルファデクス 
休薬期間：1日 

イコサペント酸エチル 
休薬期間：7-10日 

アスピリン 
休薬期間：7-10日 

ワルファリン 
休薬期間：大手術 5日 
       小手術4-5日 



健康食品の確認にも力を入れています。 
（特に血液サラサラの成分に注意） 

n-3系脂肪酸摂取目安量（1日） 
成人男性：2.0g以上 
成人女性：1.6g以上 

マグロの刺身（90g）だと14人前！！ 

・脂質異常症 
・うつ病発症抑制 
 

・・でも出血リスク 
ありますよ 



グレープフルーツジュース 降圧薬 
（Ca拮抗薬） 

過度の降圧効果 

気管支拡張薬 
（テオフィリン製剤） 

不安・不眠 
イライラ 

おくすりを飲むお水は、日本の水道水が
無難です・・。 

骨粗鬆症治療薬 
（ビスホスホネート系） 

硬度の高い水 

吸収抑制 

カフェイン 



抗糖尿病薬の中には、CT造影剤と相性が 
悪く重篤な副作用を起こすものがあります。 

CT造影剤を使用するときには前後48時間の 
休薬を行うように注意喚起しています。 



おくすりのアレルギーは、薬剤師がカルテに 
登録を行い、新たな処方を防いでいます。 

正確に入力できているかも確認してます。 
入力のみではなく、実はアレルギーではないものに関しての
評価や解除も実施しています。 



②外科手術を受ける前に薬剤師が手術に 
使う予定のおくすりの説明を行います。 

手術を受ける患者さんひとりひとりに薬剤師が 
薬剤管理指導業務をおこなっています。 

・定期内服薬および休薬の必要性 
のある薬剤の確認 

・市販薬・健康食品の確認 

・アレルギー歴 

手術の前 

手術の後 

・休薬薬剤の再開時期の提案 

・退院処方の提案・説明 

・患者さん毎に薬剤の内服しやすい 
剤型の提案 

・手術に使用予定の薬剤の説明 



医薬品情報提供 

②ちなみに・・・ 
当院では手術室に薬剤師が常駐してます。 

手術ごとの麻薬・毒薬の払い出しおよび使用後の確認 

手術室の定数麻薬の管理 

手術カート、救急カート、常備薬の管理 



最後に少し宣伝を・・・ 
次回食道がん患者教室は11月16日です。 

詳細は当院ホームページを 
ご覧ください。 
 
＊薬剤師も参加してます。 
（痛み止めの飲み方、使い方の説明） 

http://www.ncc.go.jp/jp/ncce/division/seminar/eso.html 
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